
� 編集後記 たくさんの方にご協力いただきました。ありがとうございました。

※組織名、所属、役職は2023年11月時点のものです。

本誌掲載のプロジェクト及び社員へのお問い合わせは、下記までご連絡ください。

Tel 03-6311-7551（代） Fax 03-6311-8011 Mail jyoyari@oriconsul.com

花田 浩一さん▶07ページ

気分アゲアゲ、ポジティブモードでまち
づくりに貢献します！

関東支社
都市政策・デザイン部 副次長

大西 康弘さん▶15ページ

仕事もプレイベートも楽しんで！ 週末は
昼から酒吞んでます！！

沖縄支社
副支社長

藤井 駿さん▶07ページ

入社当時の目標はシルバーバックでし
た。初心を忘れず努力できたらと思いま
す。

関東支社
交通政策部 技術主査

行田 文香さん▶07ページ

楽しみながら引き続き仕事を頑張って
いきたいと思います。

関東支社
環境部 技術主査

髙橋 元太さん▶16ページ

楽しい（？）単身赴任が終わり、朝夕家族
で過ごす楽しみを日々感じています！

関東支社
都市政策・デザイン部 副主幹

習田 義輝さん▶15ページ

昨年ごろから新たな居場所（コミュニテ
ィ）を持つことができました。卓球です。
既にマイラケット2本持ち。

関西支社
河川砂防・港湾部 主監

德重 和美さん▶16ページ

仕事もプレイベートも楽しんで、全国の
お城巡りに挑戦中です！

楽しい（？）単身赴任が終わり、朝夕家族
で過ごす楽しみを日々感じています！

九州支社
事業企画部

川口 真穂さん▶14ページ

健康を第一に日々笑顔で頑張ります！！

関東支社
交通政策部 技師

吉野 央人さん▶14ページ

健康第一、規則正しい生活をおくりま
す。ダイエット頑張ります！！

東北支社
構造部 技師

海保 亨さん▶13ページ

河川には水災害等の危険性が確かにあ
りますが、それを補って余りある魅力が
あると感じています。

関東支社
河川砂防・港湾部 技師

山口 諄也さん▶14ページ

地域との関わりを大切に、日々の鍛錬を
重ねたいと思います！

関東支社
地域活性化推進部 技師

遠藤 梓さん▶17ページ

潜水士も持ってます。海に関する仕事
（特に沖縄）募集中です！

関東支社
環境部 技師

岡 由奈さん▶14ページ

1年目のやる気を大切に、これからも社
会に貢献できるように日々精進します！

東北支社
河川砂防・港湾部 技師

小宮 岳さん▶18ページ

何事も楽しみながら頑張ります！！

関東支社
環境部 技師

鈴木 麻衣さん▶13ページ

成長が著しい新興国の課題解決に貢
献したいです。

海外事業部
技術主査

空 かおりさん▶14ページ

世の中の動きが刻々と変わる中、楽し
みながら常にチャレンジし続ける技術
者でいたいなと思っています。

中部支社
河川砂防・港湾部 副部長
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情熱座談会

わたしたちが実践する、
エンゲージメント向上の取り組み

エンゲージメントを
高めるための

人材育成・組織づくり

特集

働く社員の笑顔
成長のキセキ



Con t e n t s

社員とOCが共に成長する

エンゲージメントを高める組織づくり

OCは 2023年を「人材育成・チームづくりのリスタートの年」とし、

新たに「人材戦略の再構築」について検討を進めています。

社員一人ひとりが真に共感、協働し、活力ある企業文化を定着させるため、

「人材」と「組織」に着目した戦略・施策を立案。

自律ある個の育成、自律ある個を支援する上司の育成、

そして、エンゲージメントを高める組織づくりという3つの軸を定めました。

OCでは「エンゲージメント」を、会社のパーパスを社員が理解・共感し、

その達成に向けて主体的に貢献しようという意思を持っていることと定めています。

今号の『情熱とやりがい』では、エンゲージメントを高め、

「日本一のやりがいを感じる会社の実現」を目指すOCの取り組みを紹介します。

エンゲージメントを高めるための人材育成・組織づくり 03

『社員の自己実現』と『会社の理念実現』の両立を目指し、
エンゲージメントを高める人材育成・組織づくりを推進
エンゲージメント調査結果から見るOCの現状

情熱座談会 07

わたしたちが実践する、
エンゲージメント向上の取り組み

成長のキセキ
入社4年目で技術士試験に一発合格
勤務地域限定社員制度を利用した新しい働き方
育児休暇を利用し新生児育児に参加
内定者・新入社員研修を通して働き方を学ぶ

17

はたらく社員の笑顔 13



エンゲージメントを高めるための人材育成・組織づくり 11

『
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、
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材
育
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組
織
づ
く
り
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推
進

社員一人ひとりの自己実現（個人のパーパス）をもとに、「個の成長」→「企業の成長」→「豊

かさの実感」の好循環を生み出し、真に魅力ある企業（社員満足、顧客満足、社会貢献）

を実現（企業のパーパス）することであり、好循環を生み出す原動力である情熱とやり

がい（エンゲージメント）を高める。

目的

会社・仲間の約束
会社・仲間は、自律ある個を尊重し、成長を支援することを約束する。

用語の定義

●

●

●

自律ある個を支援する上司として、部下・

後輩が描く個人のパーパスと、会社のパ

ーパスの連動を考え、その目標に向けて

効果的に働きかけ、育成支援する。

働きかけは、人材育成フィードバックや

日常活動における場面において、部下・

後輩の特性を考慮し、ティーチング・コ

ーチングを駆使して実施する。

②自律ある個を支援する
　上司の育成

自律ある個の育成と、自律ある個を支援

する上司の育成を支える基盤として、エ

ンゲージメントを高める組織づくりを推

進する。

具体的には、心理的安全性（組織やチー

ム全体の成果に向けて、率直な意見、素

朴な質問、違和感の指摘などがいつでも、

誰でも気兼ねなく言える）、褒める文化

が根付いた、企業文化を醸成する。

③エンゲージメントを高める
　組織づくリ

個人と会社が
共に成長 会社のパーパス個人のパーパス

エンゲージメント向上

心理的安全の確保／褒める文化の醸成
企業文化の醸成

共通目標
（個人と会社のパーパスの連動）

会社のパーパス

個人のパーパス

※「仲間」とは、上司・周囲メンバーと定義する。

社員一人ひとりは、個人のパーパスを言

語化し、CDP※シートや成長目標シート、

技術者育成シートを有効活用しながら、

効果的に PDCA サイクルを回し、自分

自身の成長を推進する。

具体的には、チャレンジングな目標を自

ら設定し、その目標達成に向けて自ら考

え行動する。即ち、全員経営の当事者意

識、自主自律の精神を持って行動する「自

律自走人材」になる。

①自律ある個の育成

※CDP：career development program

社員の約束
社員は、自律ある個として成長することを約束する。

心理的安全の確保／褒める文化の醸成
エンゲージメントが高い企業文化の醸成

両輪

（社員満足、顧客満足、社会貢献の追求）
真に魅力ある企業の実現

「個の成長」→「企業の成長」→「豊かさの実感」
の好循環の創出

個人のパーパスの実現に向けた、
プロフェッショナルとしての成長

●

 

社員の約束

自律ある個として成長すること

会社・仲間の約束

個人と会社のパーパスの連動を
踏まえた、プロフェッショナルとし
ての育成支援

●

自律ある個を支援すること

「①自律ある個の育成」、「②自律ある個を支援する上司の育成」、「③エンゲージメントを高める組織づくり」の 3

つを軸に、エンゲージメントを高めるための人材育成・組織づくりに取り組む。

具体的な取り組み方法

「社員の約束」、「会社・仲間の約束」の両輪で「個の成長」→「企業の成長」→「豊かさの実感」の

好循環を推進するとともに、その基盤としてエンゲージメントを高める組織づくりを行う。

基本的な方針

個人のパーパスとは、「仕事の意味・意義、ビジョン・目標等」のこと。
会社のパーパスとは、「経営理念、ビジョン・目標、戦略等」のこと。
エンゲージメントとは、「企業が目指す姿や方向性を、従業員が理解・共感し、その達成に向けて主体的に貢献
しようという意欲を持っている状態（主体的貢献意欲）」のこと。

ギャップ

あるべき姿

現状 現状維持

目標設定
（Plan）

日常活動
（Do）

フィードバック
（Check）
（Action）

成長目標シート

年間の目標

技術者育成シート

プロジェクトの目標個人のパーパス

CDPシート

将来の目標

04 03



エンゲージメントを高めるための人材育成・組織づくり 12

全社・支社・部署・チームのエンゲージメント状態について、全7指標21設問で、全方位的に計測しました。

①
事業の将来性

エンゲージメントが
持続的に高い上値

②
仕事の意義･貢献

③
自己成長実感

④
事業の将来性

⑤
人間関係

⑥
多様な働き方

⑦
処遇の公平感

1.1 理念共感
1.2 将来性
1.3 将来キャリア

そうとは思わない
（1点）

ほとんどそうとは
思わない（2点）

どちらかといえば
そうとは思わない（3点）

どちらかといえば
その通りだと思う（5点）

ほとんど
その通りだと思う（6点）

その通りだと思う
（7点）

どちらともいえない
（4点）

＊逆転項目のためデータ変換：
   最大可能値 (7) ＋ 最小可能値 (1) － データ値＊他社平均：2022 年度に実施した 90組織（計約 38,000 人、業種業界問わず）

選択肢・配点

設問

2.1 貢献実感
2.2 好きな仕事
2.3 強みの発揮

設問

3.1 成長実感
3.2 能力開発
3.3 フィードバック

設問

4.1 信頼関係
4.2 役割期待
4.3 対話

設問

5.1 相談相手
5.2 支援関係
5.3 心理的安全性＊

設問

6.1 安全衛生＊
6.2 勤務形態の柔軟性
6.3 福利厚生

設問

7.1 評価の納得性
7.2 処遇の妥当性
7.3 収入の妥当性

設問

当社のエンゲージメント状態は、他社平均に比べてすべてで上回っているものの、
今後さらにエンゲージメントを高めるべきポイントが明確になってきました。

全体傾向 エンゲージメント 21
バロメーター

エンゲージメントについて、うまくいっている点はあるものの、
潜在的に課題がある点もあることがうかがえます。

1 7

問題あり（否定的） うまくいっている（肯定的）

2 3 4 5 6
10/21
Goodポイント

やや問題あり

①事業の将来性

1.1 理念共感

4.9
1.2 将来性

5.1
1.3 将来キャリア

4.3

④上司の支援

4.1 信頼関係

5.4
4.2 役割期待

4.8
4.3 対話

5.2

③自己成長実感

3.1 成長実感

5.2
3.2 能力開発

5.3
3.3 フィードバック

4.8

②仕事の意義・貢献

2.1 貢献実感

5.5
2.2 好きな仕事

5.2
2.3 強みの発揮

5.0

⑦処遇の公平感

7.1 評価の納得性

4.8
7.2 処遇の妥当性

4.8
7.3 収入の妥当性

4.5

⑥多様な働き方

6.1 安全衛生

5.0
6.2 勤務形態の柔軟性

4.8
6.3 福利厚生

4.1

⑤人間関係

5.1 相談相手

4.7
5.2 支援関係

5.3
5.3 心理的安全性

4.7

エンゲージメント状態 調査結果✓

エンゲージメント調査の設問✓
2023年エンゲージメント調査 実施概要

実施期間
回答状況

：2023.5.8 ～ 2023.5.22
：1,037 名 /1,119 名（回答率92.7%）

エンゲージメント
調査結果から見るOCの現状

OCの現状を正確に把握するため、全社員対象のエンゲージメント調査を実施。
具体的な数値結果をもとに、人材育成や組織づくりなど、今後注力すべきポイントを明らかにしました。

自分 自 身 の や り た い こ と
（Will）、できること（Can）、
やるべきこと（Must）を認識
すると共に、個人と会社のパー
パスとの共通点を見いだし、エ
ンゲージメント高く働くこと。

エンゲージメントを高めるポイント

②仕事の意義・貢献

技術士取得のための自己研鑽
や、社内研修・委員会活動への
アサイン、上司からのフィード
バックなどを通して能力向上、
成長実感を得ること。

エンゲージメントを高めるポイント

③自己成長実感

エンゲージメントを高めるポイント

④上司の支援

何を言っても大丈夫・困った時はお互い様・
とりあえずやってみよう・異能どんと来いの
心理的安全性4因子を高めること。

Good（褒める）・More（指摘する）・Next（期
待を伝える）の精神、ティーチングとコーチ
ングの使い分けなど、上司と本人のコミュニ
ケーションの質を向上すること。

エンゲージメントを高めるポイント

⑤人間関係

人事評価制度のあり方や、評価
のフィードバックの質的向上な
ど、現行制度・仕組みを再検証
すること。

エンゲージメントを高めるポイント

⑦処遇の公平感

テレワークと勤務のハイブリッ
ドでの勤務形態の柔軟な運用
や、選択型福利厚生制度の導入
など、多様な価値観に対して選
択肢を用意すること。

エンゲージメントを高めるポイント

⑥多様な働き方

社員一人ひとりがキャリア自律を目指し、個人のパーパス（仕事の意味・意義、
ビジョン・目標を言語化し、自己実現に向けたキャリアパスを描くこと。

エンゲージメントを高めるポイント

①事業の将来性

4.44.4

4.84.84.74.7

4.74.74.24.2

4.24.2
4.84.8

4.84.8

5.25.24.74.7

5.15.14.94.9

5.15.14.64.6

他社平均

OC平均
7

6

5

4

3

2

1
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0
2
0
年
以
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、
テ
レ
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ー
ク
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速
な
浸
透
や
当
社
に
対
す
る
サ
イ
バ

ー
攻
撃
な
ど
に
よ
り
、
O
C
を
取
り
巻
く

事
業
活
動
は
急
速
に
変
化
し
続
け
て
い
ま

す
。
社
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不

足
や
、
各
人
が
抱
え
る
負
担
の
増
加
な
ど
、

新
た
な
課
題
が
顕
在
化
す
る
な
か
で
、
会

社
と
し
て
今
一
度
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

を
高
め
る
た
め
の
人
材
育
成
・
組
織
づ
く

り
に
つ
い
て
再
考
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
本
座
談
会
で
は
皆
さ
ん
か
ら
、
全
社

的
な
方
針
を
ど
の
よ
う
に
実
践
的
な
行
動

へ
落
と
し
込
ん
で
い
る
の
か
、
具
体
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
話
を
伺
え
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
は
会
社
の
方
針
に
対
す
る
、

率
直
な
ご
感
想
を
お
聞
き
し
た
い
の
で
す

が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

藤
井

　外
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
も
招
い
て

の
勉
強
会
に
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
説
明
を

受
け
て
、
こ
れ
ま
で
各
部
署
や
個
人
単
位

で
行
わ
れ
て
き
た
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

が
よ
り
わ
か
り
や
す
く
整
理
・
具
体
化
さ

れ
た
な
と
感
じ
ま
し
た
。
一
方
で
、
会
社

が
推
し
進
め
る
施
策
に
対
し
、
一
部
で
は

あ
り
ま
す
が
「
や
ら
さ
れ
感
」
を
覚
え
た

社
員
も
い
る
よ
う
で
す
。

渡
邊

　現
場
へ
の
浸
透
と
い
う
意
味
で
は
、

私
や
花
田
さ
ん
の
よ
う
な
部
下
を
管
理
す

る
立
場
の
人
間
が
、
積
極
的
に
動
く
必
要

が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
会
社
が
掲
げ
る
言
葉

を
も
う
一
度
、
各
部
署
や
個
人
に
と
っ
て

馴
染
み
あ
る
言
葉
に
再
翻
訳
す
る
の
が
、

管
理
職
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

伊
藤

　O
C
全
体
で
見
た
と
き
に
、
部
下

の
育
成
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
対
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
感
じ
ま
す
か
？

渡
邊

　自
分
た
ち
は
技
術
者
集
団
だ
と
い

う
認
識
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
一
部
で
は

「
技
術
は
見
て
盗
め
」
と
い
う
文
化
も
残

っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
今
後
は
管
理
職
全

員
、
あ
る
一
定
の
会
話
ス
キ
ル
や
ノ
ウ
ハ

ウ
は
持
っ
て
お
く
べ
き
で
す
よ
ね
。
O
C

で
は
管
理
職
を
対
象
と
し
た
階
層
別
研
修

も
あ
る
の
で
、
そ
の
機
会
も
活
か
し
つ
つ
、

部
下
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要

な
ス
キ
ル
を
皆
が
身
に
つ
け
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。

伊
藤

　反
対
に
、
行
田
さ
ん
と
藤
井
さ
ん

に
と
っ
て
「
自
律
あ
る
個
を
育
成
す
る
」

上
司
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
す
か
？

行
田

　私
は
配
属
し
て
間
も
な
い
こ
ろ
か

ら
主
担
当
技
術
者
を
任
せ
て
い
た
だ
い
て
、

そ
の
お
か
げ
で
自
律
的
に
動
く
と
い
う
姿

勢
が
身
に
つ
き
ま
し
た
。
自
分
た
ち
を
信

じ
て
任
せ
て
く
れ
る
上
司
の
存
在
が
、
部

下
の
成
長
を
促
す
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

藤
井

　そ
う
で
す
ね
、
自
分
一
人
で
は
及

び
腰
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
外
部
交
渉

や
学
会
活
動
、
管
理
技
術
者
業
務
で
あ
っ

て
も
、
上
司
は
「
信
頼
し
て
い
る
」
「
あ

な
た
な
ら
で
き
る
」
と
い
う
前
向
き
な
言

葉
で
背
中
を
押
し
て
く
れ
ま
し
た
。
自
分

た
ち
を
見
守
り
、
適
宜
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
く
れ
る
上
司
が
い
た
か
ら
こ
そ
で
き
た

挑
戦
だ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

渡
邊

　宿
題
し
な
い
子
ど
も
を
叱
っ
て
、

無
理
に
取
り
組
ま
せ
て
も
仕
方
が
な
い
よ

う
に
、
そ
の
人
の
根
底
に
あ
る
意
識
か
ら

変
え
て
い
か
な
い
と
「
自
律
あ
る
個
」
は

育
ち
ま
せ
ん
。
「
そ
の
仕
事
に
取
り
組
む

メ
リ
ッ
ト
」
が
何
か
を
伝
え
て
、
自
ら
積

極
的
に
や
り
が
い
を
探
し
て
い
け
る
よ
う

な
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
マ
イ
ン
ド
を
醸
成
し

て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

花
田

　自
律
あ
る
個
を
育
成
し
た
先
に
、

組
織
と
し
て
の
成
長
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
ス
ポ
ー
ツ
の
団
体
戦
に
お
い
て
、
選
手

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
す
る
べ
き
こ
と
を
し

っ
か
り
認
識
し
て
い
る
よ
う
に
、
O
C
と

い
う
組
織
の
な
か
で
自
分
た
ち
が
果
た
す

べ
き
役
割
は
何
か
、
常
に
模
索
し
て
い
か

な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
ね
。

伊
藤

　エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
た
先

に
あ
る
一
つ
の
景
色
と
し
て
、
「
日
本
一

の
や
り
が
い
を
感
じ
る
会
社
の
実
現
」
が

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
業
務
を
通
し
、
や

り
が
い
を
感
じ
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

行
田

　希
望
し
て
い
る
生
活
環
境
の
業
務

に
多
く
取
り
組
め
て
い
る
の
で
、
そ
の
点

で
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

社
員
の
希
望
業
務
に
あ
わ
せ
て
受
注
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、

若
手
の
な
か
に
は
「
や
り
た
い
こ
と
が
で

き
て
い
な
い
」
と
い
う
人
も
出
て
き
て
し

ま
っ
て
…
…
。
対
策
と
し
て
、
上
司
一
人

を
ゲ
ス
ト
と
し
て
招
き
、
社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
今
ま
で
ど
の
よ
う
な
仕
事
に
携
わ

っ
て
き
た
か
を
聞
く
「
〇
〇
さ
ん
を
囲
む

会
」
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
自

身
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
想
像
す
る
の
が
難

し
い
若
手
に
と
っ
て
、
良
い
成
長
の
ヒ
ン

ト
が
得
ら
れ
る
会
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
藤
井
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
？

藤
井

　私
は
入
社
時
よ
り
「
交
通
事
故
を

な
く
し
た
い
」
と
い
う
想
い
が
あ
り
、
今

も
交
通
事
故
対
策
検
討
業
務
に
従
事
し
て

い
ま
す
。
た
だ
、
局
所
的
な
対
策
を
検
討

す
る
だ
け
で
は
、
真
の
意
味
で
事
故
を
な

く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
渋

滞
の
緩
和
や
自
動
運
転
の
実
用
化
と
い
っ

た
業
務
も
、
事
故
件
数
の
削
減
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
。
当
該
地
域
の
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
を
意
識
し
て
、
広
い
視

点
か
ら
施
策
を
提
案
で
き
る
よ
う
な
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
人
材
を
目
指
す
こ
と

が
、
ひ
い
て
は
交
通
事
故
を
な
く
す
こ
と

に
つ
な
が
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
入
社
し

て
す
ぐ
に
上
司
か
ら
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ど
の
分
野
で
も
、
視
野
を
広
げ
れ
ば

「
や
り
が
い
」
を
感
じ
ら
れ
る
業
務
の
幅

も
広
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

行
田

　部
下
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
た

い
の
か
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
何
を
す

る
べ
き
な
の
か
。
成
長
の
道
筋
を
示
す
に

は
ま
ず
、
個
々
の
意
識
を
部
署
全
体
で
把

握
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
環
境
部

で
は
個
人
が
持
つ
ス
キ
ル
や
希
望
業
務
を

ま
と
め
た
表
を
作
成
し
、
そ
れ
を
も
と
に

年
に
2
回
、
上
長
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で

話
し
合
う
よ
う
な
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

上
司
は
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
を
ふ

ま
え
、
部
下
の
希
望
業
務
に
つ
い
て
積
極

的
に
受
注
を
狙
っ
た
り
、
チ
ー
ム
を
超
え

た
業
務
へ
の
ア
サ
イ
ン
を
行
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。

伊
藤

　O
C
で
は
業
務
の
ア
サ
イ
ン
時
に
、

「
な
ぜ
、
あ
な
た
に
こ
の
業
務
を
任
せ
た

の
か
」
を
説
明
す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い

ま
す
。
こ
の
あ
た
り
で
、
何
か
花
田
さ
ん

や
渡
邊
さ
ん
が
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？

渡
邊

　ど
う
し
て
も
受
注
産
業
の
側
面
が

あ
る
の
で
、
全
員
に
マ
ッ
チ
す
る
業
務
が

常
に
揃
っ
て
い
る
こ
と
は
少
な
く
て
。
業

務
の
難
易
度
や
必
要
人
数
な
ど
の
条
件
先

行
で
ア
サ
イ
ン
し
な
い
と
い
け
な
い
場
合

も
、
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。
私
自
身
、
仕

事
を
通
し
て
お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
っ
た

り
、
ま
た
他
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
「
良
い
仕

事
を
し
た
ね
」
と
評
価
し
て
も
ら
っ
た
り

し
た
際
に
や
り
が
い
を
覚
え
る
タ
イ
プ
な

の
で
、
あ
ま
り
業
務
の
ジ
ャ
ン
ル
に
は
こ

だ
わ
り
を
持
っ
て
い
な
い
ん
で
す
。
た
だ
、

私
み
た
い
な
タ
イ
プ
の
人
は
あ
ま
り
多
く

な
い
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
こ
そ
、
た
と
え

希
望
し
て
い
な
い
業
務
で
あ
っ
て
も
新
し

い
ス
キ
ル
や
経
験
、
や
り
が
い
を
見
つ
け

る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
し
っ

か
り
説
明
し
て
あ
げ
る
べ
き
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

藤
井

　継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
業
務

だ
と
、
な
か
な
か
新
た
な
学
び
や
経
験
を

得
る
の
が
難
し
い
ん
で
す
。
た
だ
、
そ
う

い
う
案
件
で
あ
っ
て
も
上
司
が
「
昨
年
は

主
担
当
で
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
た
か
ら
、

今
年
は
部
下
を
つ
け
て
管
理
す
る
立
場
で

業
務
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
具

体
的
な
成
長
の
指
針
を
示
し
て
く
れ
る
の

で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
置
き
場
に
困
る

こ
と
は
少
な
か
っ
た
で
す
。

花
田

　ど
う
し
て
も
受
注
の
分
野
が
偏
る

と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
は
、
自
ら
お
客
様
に
提
案
し

て
、
新
し
い
仕
事
を
創
出
で
き
る
数
少
な

い
仕
事
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
だ
技
術
士
の

資
格
を
持
っ
て
い
な
い
よ
う
な
若
手
で
あ

っ
て
も
、
そ
の
機
会
自
体
が
失
わ
れ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
よ
う
な
お
じ

さ
ん
（
笑
）
の
力
を
う
ま
く
使
い
な
が
ら
、

積
極
的
に
挑
戦
し
て
も
ら
え
た
ら
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。
特
に
重
点
化
事
業
の
仕
組

み
は
、
ぜ
ひ
と
も
活
用
し
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
本
来
、
銀
行
か
ら
資
金
を
調
達
し
、

自
ら
事
業
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
は
か
な

り
の
困
難
が
伴
い
ま
す
。
そ
れ
が
O
C
で

あ
れ
ば
、
自
分
発
信
の
業
務
に
対
し
会
社

か
ら
お
金
を
出
し
て
も
ら
え
る
の
で
、
挑

戦
の
ハ
ー
ド
ル
が
グ
ッ
と
下
が
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

伊
藤

　部
署
の
風
土
や
上
司
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
ス
タ
イ
ル
、
各
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
で
対
応
も
大
き
く
変
わ
り
ま
す
よ
ね
。

全
社
方
針
を
定
め
て
は
い
ま
す
が
、
具
体

的
な
施
策
に
関
し
て
は
各
部
の
現
況
や
文

化
な
ど
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
よ
う
に
、
柔
軟

に
内
容
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
希
薄
化
」
と
い
う
課
題
に
対
し
て
、

各
部
署
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
か
？

行
田

　先
に
話
し
た
「
〇
〇
さ
ん
を
囲
む

会
」
の
ほ
か
に
、
2
年
目
の
若
手
社
員
発

信
で
、
同
フ
ロ
ア
の
地
下
構
造
部
と
共
同

の
お
茶
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

藤
井

　コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
の
時
間
を
設

け
て
い
る
部
署
は
多
い
で
す
よ
ね
。
交
通

政
策
部
で
も
15
分
の
休
憩
を
利
用
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

渡
邊

　う
ち
も
最
近
、
派
遣
さ
ん
や
ア
ル

バ
イ
ト
の
方
も
交
え
た
月
1
回
の
お
茶
会

を
始
め
ま
し
た
。

藤
井

　こ
れ
ま
で
は
、
何
か
理
由
が
あ
っ

て
実
施
し
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
か
？

渡
邊

　若
手
か
ら
「
開
催
し
ま
し
ょ
う
」

と
声
を
掛
け
ら
れ
る
ま
で
待
っ
て
い
た
ん

で
す
。
私
か
ら
そ
う
い
う
提
案
す
る
と
、

ど
う
し
て
も
押
し
付
け
み
た
い
に
な
っ
て

し
ま
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
最
近
に
な
っ

て
つ
い
に
「
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
人

が
現
れ
た
の
で
、
よ
う
や
く
う
ち
の
チ
ー

ム
で
も
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
質
と
い

う
面
で
は
ま
だ
ま
だ
改
善
の
余
地
が
あ
る

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ざ
美
味
し
い
コ

ー
ヒ
ー
を
入
れ
て
、
皆
で
顔
を
突
き
合
わ

せ
て
み
て
も
、
な
か
な
か
会
話
が
始
ま
ら

な
い
ん
で
す
よ
ね
。

行
田

　立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
に
す
る
の

は
ど
う
で
し
ょ
う
。
少
人
数
の
ほ
う
が
初

め
は
話
し
や
す
い
し
、
会
話
に
参
加
で
き

な
い
と
い
う
人
も
生
ま
れ
づ
ら
い
の
で
オ

ス
ス
メ
で
す
。

渡
邊

　た
し
か
に
、
そ
の
方
が
話
題
も
選

び
や
す
そ
う
で
す
よ
ね
。
今
度
試
し
て
み

ま
す
。
花
田
さ
ん
の
部
署
は
ど
う
で
す

か
？

花
田

　都
市
政
策
・
デ
ザ
イ
ン
部
全
体
で

い
う
と
、
出
社
日
に
P
C
と
お
客
様
だ
け

見
て
、
誰
と
も
話
さ
ず
に
帰
る
の
は
や
め

よ
う
と
い
う
空
気
感
が
あ
り
ま
す
。
特
に

幹
部
職
の
人
は
、
積
極
的
に
若
手
の
と
こ

ろ
へ
行
っ
て
「
大
丈
夫
？
」
と
声
を
か
け

て
い
ま
す
ね
。
あ
と
は
月
曜
日
の
M
T
G

時
に
は
、
必
ず
全
員
が
出
社
す
る
よ
う
ル

ー
ル
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
基
本
的

に
、
可
能
な
限
り
打
ち
合
わ
せ
も
入
れ
な

い
よ
う
に
し
て
、
個
人
が
出
社
と
テ
レ
ワ

ー
ク
を
自
由
に
選
択
で
き
る
状
況
下
に
お

い
て
も
、
意
識
的
に
人
と
会
話
で
き
る
よ

う
な
機
会
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

伊
藤

　エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
向
上
の
た
め

の
取
り
組
み
と
し
て
、
皆
さ
ん
に
個
人
の

パ
ー
パ
ス
を
設
定
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

狙
い
の
一
つ
と
し
て
は
、
今
ま
で
う
ま
く

言
語
化
で
き
て
い
な
か
っ
た
自
分
の
強
み

や
弱
み
、
目
標
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、

本
人
の
内
発
的
動
機
を
高
め
る
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。

渡
邊

　パ
ー
パ
ス
は
言
い
換
え
る
と
、

「
働
く
意
味
・
意
義
」
に
な
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い

と
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
高
く
働
く
と
い
う

の
も
難
し
い
で
す
よ
ね
。

花
田

　さ
き
ほ
ど
渡
邊
さ
ん
が
「
お
客
様

に
喜
ん
で
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
」
と
い
う

話
を
し
て
い
た
か
と
思
う
の
で
す
が
、
パ

ー
パ
ス
も
そ
れ
く
ら
い
シ
ン
プ
ル
な
も
の

で
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

藤
井

　最
初
は
、
ど
う
し
て
も
き
れ
い
な

文
章
を
作
ろ
う
と
気
負
っ
て
し
ま
う
ん
で

す
よ
ね
。
で
も
、
上
司
と
会
話
す
る
な
か

で
、
自
分
が
「
や
り
が
い
」
を
感
じ
て
い

る
こ
と
と
、
パ
ー
パ
ス
と
が
乖
離
し
て
い

る
こ
と
に
気
が
つ
い
て
、
整
っ
た
文
章
で

な
く
て
も
い
い
か
ら
本
当
に
私
が
挑
戦
し

た
い
こ
と
を
素
直
に
書
こ
う
と
決
め
ま
し

た
。

渡
邊

　実
際
、
私
の
パ
ー
パ
ス
っ
て
、
全

然
か
っ
こ
よ
く
な
い
ん
で
す
。
自
分
の
ス

キ
ル
や
経
験
を
活
か
し
て
、
相
応
の
評
価

や
報
酬
を
得
た
い
。
そ
ん
な
自
分
の
な
か

に
あ
る
漠
然
と
し
た
想
い
を
、
素
直
に
言

葉
に
し
て
い
ま
す
。

花
田

　自
分
の
想
い
を
言
語
化
す
る
際
に

も
、
人
と
の
対
話
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
私
が
設

定
し
た
パ
ー
パ
ス
の
一
つ
に
、
「
自
分
自

身
の
経
験
・
知
見
を
若
い
世
代
へ
伝
え
、

さ
ら
に
発
展
し
て
も
ら
う
」
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
飲
み
会
の
席
で

部
下
か
ら
聞
か
れ
た
「
花
田
さ
ん
の
パ
ー

パ
ス
は
何
で
す
か
？
」
と
い
う
問
い
に
対

し
て
、
「
み
ん
な
の
パ
ー
パ
ス
を
実
現
さ

せ
る
こ
と
だ
」
と
答
え
た
と
き
に
初
め
て
、

自
分
の
な
か
に
そ
う
い
う
想
い
が
あ
る
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

渡
邊

　部
下
の
パ
ー
パ
ス
を
知
る
と
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
も
変
わ
り
ま

す
よ
ね
。

行
田

　私
も
後
輩
の
パ
ー
パ
ス
を
見
て
、

改
め
て
育
成
に
つ
い
て
考
え
直
す
必
要
が

あ
る
な
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

花
田

　部
下
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も
し

や
す
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
若
手
の
子

た
ち
も
「
自
分
は
こ
の
仕
事
に
携
わ
り
た

い
」
と
上
司
に
伝
え
や
す
く
な
っ
た
み
た

い
で
、
以
前
よ
り
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
充
実
し
ま
し
た
。

伊
藤

　パ
ー
パ
ス
を
策
定
し
て
す
ぐ
、
行

動
や
意
識
に
大
き
な
変
化
が
現
れ
る
わ
け

で
は
な
く
、
ま
た
会
社
と
し
て
そ
れ
を
強

制
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
た
く
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
話
に
も
あ
っ

た
通
り
、
ま
ず
は
上
司
と
部
下
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
さ
せ
る
き
っ
か

け
と
し
て
、
パ
ー
パ
ス
が
役
立
て
ば
何
よ

り
で
す
。
最
後
に
、
今
後
O
C
全
体
と
し

て
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
て
い
く
た

め
に
必
要
だ
と
思
う
取
り
組
み
が
あ
れ
ば

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

藤
井

　上
司
と
当
人
が
合
意
の
う
え
、
パ

ー
パ
ス
に
基
づ
い
た
目
標
を
着
実
に
達
成

し
て
い
け
る
よ
う
な
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
あ
わ
せ
た
働
き
方
が
で
き
る
環
境
を
整

え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
社
員
そ

れ
ぞ
れ
が
、
会
社
の
制
度
を
う
ま
く
活
用

し
な
が
ら
技
術
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
で
、

業
務
を
よ
り
効
率
化
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。

行
田

　ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
重
要

視
す
る
人
が
増
え
て
い
る
現
代
、
テ
レ
ワ

ー
ク
を
活
用
し
た
働
き
方
は
今
後
も
継
続

し
て
ほ
し
い
で
す
。
一
方
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
希
薄
に
な
ら
な
い
よ
う
、

引
き
続
き
対
策
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。

渡
邊

　就
業
環
境
を
劇
的
に
改
善
す
る
の

が
、
社
会
的
に
も
難
し
い
な
か
で
、
ま
ず

は
社
員
の
意
識
か
ら
変
え
て
い
く
し
か
な

い
の
か
な
と
。
ア
サ
イ
ン
・
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
時
の
説
明
や
普
段
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
充
実
さ
せ
て
、
自
分
の
仕
事
や

会
社
の
取
り
組
み
に
対
す
る
納
得
度
を
高

め
る
。
こ
れ
が
ひ
い
て
は
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

花
田

　建
前
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
本

音
で
話
し
合
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
よ
ね
。

O
C
は
既
に
、
社
長
と
の
意
見
交
換
会
を

は
じ
め
と
し
た
、
縦
・
横
さ
ま
ざ
ま
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
を
う
ま
く
活
用
す

る
た
め
に
も
、
や
は
り
社
員
一
人
ひ
と
り

が
「
自
律
し
た
個
」
へ
成
長
し
て
い
く
の

が
、
一
つ
の
理
想
の
姿
な
の
か
な
と
思
い

ま
す
。

伊
藤

　社
員
の
自
己
実
現
と
、
会
社
の
理

念
実
現
の
両
輪
が
こ
の
取
り
組
み
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
で
す
。
2
0
2
3
年
が
、
ス
タ
ー

ト
の
年
。
す
ぐ
に
文
化
醸
成
さ
れ
る
よ
う

な
も
の
で
は
な
い
と
理
解
し
て
い
る
の
で
、

3
年
、
5
年
先
を
見
据
え
て
企
業
文
化
と

し
て
定
着
し
て
い
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
本
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

わたしたちが実践する、エンゲージメント向上の取り組み座談会
情 熱

「
や
り
が
い
」に
気
づ
く

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

「
自
律
あ
る
個
」と
し
て

成
長
す
る
た
め
に

座談会
情 熱

わたしたちが実践する、
エンゲージメント向上の取り組み

社員たちは、全社的な施策をどのように捉え、日常活動において実践しているのでしょうか。

施策立案に関わる伊藤が、各部署・チームで管理職や中堅社員として活躍するメンバーから話を伺いました。

関東支社 道路部 次長　東海大学卒

渡邊 正

2011年に中途入社後、関東支社に配属。2017年まで道路保
全部にて橋梁詳細・補修設計、道路防災業務を担当。2018年
より道路部に異動となり、道路付属施設設計、道路土工構造物
点検等にも従事。2022年に次長に就任する。

関東支社 環境部 技術主査　埼玉大学卒

行田 文香

2015年に入社後、関東支社環境部に配属。主に騒音・振動・
大気質等の生活環境系業務において、国・道路会社・自治体発
注の業務に携わる。近年は、未経験だった動植物等の自然環境
業務にも挑戦中。

関東支社 交通政策部 技術主査　茨城大学卒

藤井 駿

2015年に入社後、関東支社に配属される。入社当時より9年
間、関東支社交通政策部に所属。現在に至るまで、都市高速道
路や一般道における渋滞対策、また交通事故対策検討業務に
従事している。

関東支社 都市政策・デザイン部 副次長　慶應義塾大学卒

花田 浩一

大学卒業後、都市計画コンサルタント事務所でコンパクトシティ
のプランニング業務に30年間従事。その後、2020年にOCへ入
社。都市政策・デザイン部で、都市計画の上位計画・構想を入口
に、具体的な事業計画への展開に取り組む。

統括本部 人事企画室長　日本大学大学院了

伊藤 昌明

2001年入社。交通計画に従事した後、2011年統括本部へ異
動しHR全般に従事。2017年にはグループ会社へ出向し、経営
企画を担当。社外活動として建設コンサルタンツ協会若手の会発
起人代表を務める。現在ビジネススクールMBAコースに通学中。
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伊
藤

　2
0
2
0
年
以
降
、
テ
レ
ワ
ー
ク

の
急
速
な
浸
透
や
当
社
に
対
す
る
サ
イ
バ

ー
攻
撃
な
ど
に
よ
り
、
O
C
を
取
り
巻
く

事
業
活
動
は
急
速
に
変
化
し
続
け
て
い
ま

す
。
社
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不

足
や
、
各
人
が
抱
え
る
負
担
の
増
加
な
ど
、

新
た
な
課
題
が
顕
在
化
す
る
な
か
で
、
会

社
と
し
て
今
一
度
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

を
高
め
る
た
め
の
人
材
育
成
・
組
織
づ
く

り
に
つ
い
て
再
考
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
本
座
談
会
で
は
皆
さ
ん
か
ら
、
全
社

的
な
方
針
を
ど
の
よ
う
に
実
践
的
な
行
動

へ
落
と
し
込
ん
で
い
る
の
か
、
具
体
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
話
を
伺
え
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
は
会
社
の
方
針
に
対
す
る
、

率
直
な
ご
感
想
を
お
聞
き
し
た
い
の
で
す

が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

藤
井

　外
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
も
招
い
て

の
勉
強
会
に
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
説
明
を

受
け
て
、
こ
れ
ま
で
各
部
署
や
個
人
単
位

で
行
わ
れ
て
き
た
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

が
よ
り
わ
か
り
や
す
く
整
理
・
具
体
化
さ

れ
た
な
と
感
じ
ま
し
た
。
一
方
で
、
会
社

が
推
し
進
め
る
施
策
に
対
し
、
一
部
で
は

あ
り
ま
す
が
「
や
ら
さ
れ
感
」
を
覚
え
た

社
員
も
い
る
よ
う
で
す
。

渡
邊

　現
場
へ
の
浸
透
と
い
う
意
味
で
は
、

私
や
花
田
さ
ん
の
よ
う
な
部
下
を
管
理
す

る
立
場
の
人
間
が
、
積
極
的
に
動
く
必
要

が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
会
社
が
掲
げ
る
言
葉

を
も
う
一
度
、
各
部
署
や
個
人
に
と
っ
て

馴
染
み
あ
る
言
葉
に
再
翻
訳
す
る
の
が
、

管
理
職
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

伊
藤

　O
C
全
体
で
見
た
と
き
に
、
部
下

の
育
成
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
対
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
感
じ
ま
す
か
？

渡
邊

　自
分
た
ち
は
技
術
者
集
団
だ
と
い

う
認
識
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
一
部
で
は

「
技
術
は
見
て
盗
め
」
と
い
う
文
化
も
残

っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
今
後
は
管
理
職
全

員
、
あ
る
一
定
の
会
話
ス
キ
ル
や
ノ
ウ
ハ

ウ
は
持
っ
て
お
く
べ
き
で
す
よ
ね
。
O
C

で
は
管
理
職
を
対
象
と
し
た
階
層
別
研
修

も
あ
る
の
で
、
そ
の
機
会
も
活
か
し
つ
つ
、

部
下
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要

な
ス
キ
ル
を
皆
が
身
に
つ
け
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。

伊
藤

　反
対
に
、
行
田
さ
ん
と
藤
井
さ
ん

に
と
っ
て
「
自
律
あ
る
個
を
育
成
す
る
」

上
司
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
す
か
？

行
田

　私
は
配
属
し
て
間
も
な
い
こ
ろ
か

ら
主
担
当
技
術
者
を
任
せ
て
い
た
だ
い
て
、

そ
の
お
か
げ
で
自
律
的
に
動
く
と
い
う
姿

勢
が
身
に
つ
き
ま
し
た
。
自
分
た
ち
を
信

じ
て
任
せ
て
く
れ
る
上
司
の
存
在
が
、
部

下
の
成
長
を
促
す
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

藤
井

　そ
う
で
す
ね
、
自
分
一
人
で
は
及

び
腰
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
外
部
交
渉

や
学
会
活
動
、
管
理
技
術
者
業
務
で
あ
っ

て
も
、
上
司
は
「
信
頼
し
て
い
る
」
「
あ

な
た
な
ら
で
き
る
」
と
い
う
前
向
き
な
言

葉
で
背
中
を
押
し
て
く
れ
ま
し
た
。
自
分

た
ち
を
見
守
り
、
適
宜
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
く
れ
る
上
司
が
い
た
か
ら
こ
そ
で
き
た

挑
戦
だ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

渡
邊

　宿
題
し
な
い
子
ど
も
を
叱
っ
て
、

無
理
に
取
り
組
ま
せ
て
も
仕
方
が
な
い
よ

う
に
、
そ
の
人
の
根
底
に
あ
る
意
識
か
ら

変
え
て
い
か
な
い
と
「
自
律
あ
る
個
」
は

育
ち
ま
せ
ん
。
「
そ
の
仕
事
に
取
り
組
む

メ
リ
ッ
ト
」
が
何
か
を
伝
え
て
、
自
ら
積

極
的
に
や
り
が
い
を
探
し
て
い
け
る
よ
う

な
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
マ
イ
ン
ド
を
醸
成
し

て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

花
田

　自
律
あ
る
個
を
育
成
し
た
先
に
、

組
織
と
し
て
の
成
長
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
ス
ポ
ー
ツ
の
団
体
戦
に
お
い
て
、
選
手

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
す
る
べ
き
こ
と
を
し

っ
か
り
認
識
し
て
い
る
よ
う
に
、
O
C
と

い
う
組
織
の
な
か
で
自
分
た
ち
が
果
た
す

べ
き
役
割
は
何
か
、
常
に
模
索
し
て
い
か

な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
ね
。

伊
藤

　エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
た
先

に
あ
る
一
つ
の
景
色
と
し
て
、
「
日
本
一

の
や
り
が
い
を
感
じ
る
会
社
の
実
現
」
が

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
業
務
を
通
し
、
や

り
が
い
を
感
じ
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

行
田

　希
望
し
て
い
る
生
活
環
境
の
業
務

に
多
く
取
り
組
め
て
い
る
の
で
、
そ
の
点

で
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

社
員
の
希
望
業
務
に
あ
わ
せ
て
受
注
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、

若
手
の
な
か
に
は
「
や
り
た
い
こ
と
が
で

き
て
い
な
い
」
と
い
う
人
も
出
て
き
て
し

ま
っ
て
…
…
。
対
策
と
し
て
、
上
司
一
人

を
ゲ
ス
ト
と
し
て
招
き
、
社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
今
ま
で
ど
の
よ
う
な
仕
事
に
携
わ

っ
て
き
た
か
を
聞
く
「
〇
〇
さ
ん
を
囲
む

会
」
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
自

身
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
想
像
す
る
の
が
難

し
い
若
手
に
と
っ
て
、
良
い
成
長
の
ヒ
ン

ト
が
得
ら
れ
る
会
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
藤
井
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
？

藤
井

　私
は
入
社
時
よ
り
「
交
通
事
故
を

な
く
し
た
い
」
と
い
う
想
い
が
あ
り
、
今

も
交
通
事
故
対
策
検
討
業
務
に
従
事
し
て

い
ま
す
。
た
だ
、
局
所
的
な
対
策
を
検
討

す
る
だ
け
で
は
、
真
の
意
味
で
事
故
を
な

く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
渋

滞
の
緩
和
や
自
動
運
転
の
実
用
化
と
い
っ

た
業
務
も
、
事
故
件
数
の
削
減
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
。
当
該
地
域
の
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
を
意
識
し
て
、
広
い
視

点
か
ら
施
策
を
提
案
で
き
る
よ
う
な
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
人
材
を
目
指
す
こ
と

が
、
ひ
い
て
は
交
通
事
故
を
な
く
す
こ
と

に
つ
な
が
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
入
社
し

て
す
ぐ
に
上
司
か
ら
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ど
の
分
野
で
も
、
視
野
を
広
げ
れ
ば

「
や
り
が
い
」
を
感
じ
ら
れ
る
業
務
の
幅

も
広
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

行
田

　部
下
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
た

い
の
か
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
何
を
す

る
べ
き
な
の
か
。
成
長
の
道
筋
を
示
す
に

は
ま
ず
、
個
々
の
意
識
を
部
署
全
体
で
把

握
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
環
境
部

で
は
個
人
が
持
つ
ス
キ
ル
や
希
望
業
務
を

ま
と
め
た
表
を
作
成
し
、
そ
れ
を
も
と
に

年
に
2
回
、
上
長
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で

話
し
合
う
よ
う
な
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

上
司
は
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
を
ふ

ま
え
、
部
下
の
希
望
業
務
に
つ
い
て
積
極

的
に
受
注
を
狙
っ
た
り
、
チ
ー
ム
を
超
え

た
業
務
へ
の
ア
サ
イ
ン
を
行
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。

伊
藤

　O
C
で
は
業
務
の
ア
サ
イ
ン
時
に
、

「
な
ぜ
、
あ
な
た
に
こ
の
業
務
を
任
せ
た

の
か
」
を
説
明
す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い

ま
す
。
こ
の
あ
た
り
で
、
何
か
花
田
さ
ん

や
渡
邊
さ
ん
が
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？

渡
邊

　ど
う
し
て
も
受
注
産
業
の
側
面
が

あ
る
の
で
、
全
員
に
マ
ッ
チ
す
る
業
務
が

常
に
揃
っ
て
い
る
こ
と
は
少
な
く
て
。
業

務
の
難
易
度
や
必
要
人
数
な
ど
の
条
件
先

行
で
ア
サ
イ
ン
し
な
い
と
い
け
な
い
場
合

も
、
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。
私
自
身
、
仕

事
を
通
し
て
お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
っ
た

り
、
ま
た
他
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
「
良
い
仕

事
を
し
た
ね
」
と
評
価
し
て
も
ら
っ
た
り

し
た
際
に
や
り
が
い
を
覚
え
る
タ
イ
プ
な

の
で
、
あ
ま
り
業
務
の
ジ
ャ
ン
ル
に
は
こ

だ
わ
り
を
持
っ
て
い
な
い
ん
で
す
。
た
だ
、

私
み
た
い
な
タ
イ
プ
の
人
は
あ
ま
り
多
く

な
い
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
こ
そ
、
た
と
え

希
望
し
て
い
な
い
業
務
で
あ
っ
て
も
新
し

い
ス
キ
ル
や
経
験
、
や
り
が
い
を
見
つ
け

る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
し
っ

か
り
説
明
し
て
あ
げ
る
べ
き
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

藤
井

　継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
業
務

だ
と
、
な
か
な
か
新
た
な
学
び
や
経
験
を

得
る
の
が
難
し
い
ん
で
す
。
た
だ
、
そ
う

い
う
案
件
で
あ
っ
て
も
上
司
が
「
昨
年
は

主
担
当
で
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
た
か
ら
、

今
年
は
部
下
を
つ
け
て
管
理
す
る
立
場
で

業
務
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
具

体
的
な
成
長
の
指
針
を
示
し
て
く
れ
る
の

で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
置
き
場
に
困
る

こ
と
は
少
な
か
っ
た
で
す
。

花
田

　ど
う
し
て
も
受
注
の
分
野
が
偏
る

と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
は
、
自
ら
お
客
様
に
提
案
し

て
、
新
し
い
仕
事
を
創
出
で
き
る
数
少
な

い
仕
事
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
だ
技
術
士
の

資
格
を
持
っ
て
い
な
い
よ
う
な
若
手
で
あ

っ
て
も
、
そ
の
機
会
自
体
が
失
わ
れ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
よ
う
な
お
じ

さ
ん
（
笑
）
の
力
を
う
ま
く
使
い
な
が
ら
、

積
極
的
に
挑
戦
し
て
も
ら
え
た
ら
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。
特
に
重
点
化
事
業
の
仕
組

み
は
、
ぜ
ひ
と
も
活
用
し
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
本
来
、
銀
行
か
ら
資
金
を
調
達
し
、

自
ら
事
業
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
は
か
な

り
の
困
難
が
伴
い
ま
す
。
そ
れ
が
O
C
で

あ
れ
ば
、
自
分
発
信
の
業
務
に
対
し
会
社

か
ら
お
金
を
出
し
て
も
ら
え
る
の
で
、
挑

戦
の
ハ
ー
ド
ル
が
グ
ッ
と
下
が
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

伊
藤

　部
署
の
風
土
や
上
司
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
ス
タ
イ
ル
、
各
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
で
対
応
も
大
き
く
変
わ
り
ま
す
よ
ね
。

全
社
方
針
を
定
め
て
は
い
ま
す
が
、
具
体

的
な
施
策
に
関
し
て
は
各
部
の
現
況
や
文

化
な
ど
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
よ
う
に
、
柔
軟

に
内
容
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
希
薄
化
」
と
い
う
課
題
に
対
し
て
、

各
部
署
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
か
？

行
田

　先
に
話
し
た
「
〇
〇
さ
ん
を
囲
む

会
」
の
ほ
か
に
、
2
年
目
の
若
手
社
員
発

信
で
、
同
フ
ロ
ア
の
地
下
構
造
部
と
共
同

の
お
茶
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

藤
井

　コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
の
時
間
を
設

け
て
い
る
部
署
は
多
い
で
す
よ
ね
。
交
通

政
策
部
で
も
15
分
の
休
憩
を
利
用
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

渡
邊

　う
ち
も
最
近
、
派
遣
さ
ん
や
ア
ル

バ
イ
ト
の
方
も
交
え
た
月
1
回
の
お
茶
会

を
始
め
ま
し
た
。

藤
井

　こ
れ
ま
で
は
、
何
か
理
由
が
あ
っ

て
実
施
し
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
か
？

渡
邊

　若
手
か
ら
「
開
催
し
ま
し
ょ
う
」

と
声
を
掛
け
ら
れ
る
ま
で
待
っ
て
い
た
ん

で
す
。
私
か
ら
そ
う
い
う
提
案
す
る
と
、

ど
う
し
て
も
押
し
付
け
み
た
い
に
な
っ
て

し
ま
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
最
近
に
な
っ

て
つ
い
に
「
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
人

が
現
れ
た
の
で
、
よ
う
や
く
う
ち
の
チ
ー

ム
で
も
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
質
と
い

う
面
で
は
ま
だ
ま
だ
改
善
の
余
地
が
あ
る

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ざ
美
味
し
い
コ

ー
ヒ
ー
を
入
れ
て
、
皆
で
顔
を
突
き
合
わ

せ
て
み
て
も
、
な
か
な
か
会
話
が
始
ま
ら

な
い
ん
で
す
よ
ね
。

行
田

　立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
に
す
る
の

は
ど
う
で
し
ょ
う
。
少
人
数
の
ほ
う
が
初

め
は
話
し
や
す
い
し
、
会
話
に
参
加
で
き

な
い
と
い
う
人
も
生
ま
れ
づ
ら
い
の
で
オ

ス
ス
メ
で
す
。

渡
邊

　た
し
か
に
、
そ
の
方
が
話
題
も
選

び
や
す
そ
う
で
す
よ
ね
。
今
度
試
し
て
み

ま
す
。
花
田
さ
ん
の
部
署
は
ど
う
で
す

か
？

花
田

　都
市
政
策
・
デ
ザ
イ
ン
部
全
体
で

い
う
と
、
出
社
日
に
P
C
と
お
客
様
だ
け

見
て
、
誰
と
も
話
さ
ず
に
帰
る
の
は
や
め

よ
う
と
い
う
空
気
感
が
あ
り
ま
す
。
特
に

幹
部
職
の
人
は
、
積
極
的
に
若
手
の
と
こ

ろ
へ
行
っ
て
「
大
丈
夫
？
」
と
声
を
か
け

て
い
ま
す
ね
。
あ
と
は
月
曜
日
の
M
T
G

時
に
は
、
必
ず
全
員
が
出
社
す
る
よ
う
ル

ー
ル
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
基
本
的

に
、
可
能
な
限
り
打
ち
合
わ
せ
も
入
れ
な

い
よ
う
に
し
て
、
個
人
が
出
社
と
テ
レ
ワ

ー
ク
を
自
由
に
選
択
で
き
る
状
況
下
に
お

い
て
も
、
意
識
的
に
人
と
会
話
で
き
る
よ

う
な
機
会
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

伊
藤

　エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
向
上
の
た
め

の
取
り
組
み
と
し
て
、
皆
さ
ん
に
個
人
の

パ
ー
パ
ス
を
設
定
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

狙
い
の
一
つ
と
し
て
は
、
今
ま
で
う
ま
く

言
語
化
で
き
て
い
な
か
っ
た
自
分
の
強
み

や
弱
み
、
目
標
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、

本
人
の
内
発
的
動
機
を
高
め
る
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。

渡
邊

　パ
ー
パ
ス
は
言
い
換
え
る
と
、

「
働
く
意
味
・
意
義
」
に
な
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い

と
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
高
く
働
く
と
い
う

の
も
難
し
い
で
す
よ
ね
。

花
田

　さ
き
ほ
ど
渡
邊
さ
ん
が
「
お
客
様

に
喜
ん
で
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
」
と
い
う

話
を
し
て
い
た
か
と
思
う
の
で
す
が
、
パ

ー
パ
ス
も
そ
れ
く
ら
い
シ
ン
プ
ル
な
も
の

で
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

藤
井

　最
初
は
、
ど
う
し
て
も
き
れ
い
な

文
章
を
作
ろ
う
と
気
負
っ
て
し
ま
う
ん
で

す
よ
ね
。
で
も
、
上
司
と
会
話
す
る
な
か

で
、
自
分
が
「
や
り
が
い
」
を
感
じ
て
い

る
こ
と
と
、
パ
ー
パ
ス
と
が
乖
離
し
て
い

る
こ
と
に
気
が
つ
い
て
、
整
っ
た
文
章
で

な
く
て
も
い
い
か
ら
本
当
に
私
が
挑
戦
し

た
い
こ
と
を
素
直
に
書
こ
う
と
決
め
ま
し

た
。

渡
邊

　実
際
、
私
の
パ
ー
パ
ス
っ
て
、
全

然
か
っ
こ
よ
く
な
い
ん
で
す
。
自
分
の
ス

キ
ル
や
経
験
を
活
か
し
て
、
相
応
の
評
価

や
報
酬
を
得
た
い
。
そ
ん
な
自
分
の
な
か

に
あ
る
漠
然
と
し
た
想
い
を
、
素
直
に
言

葉
に
し
て
い
ま
す
。

花
田

　自
分
の
想
い
を
言
語
化
す
る
際
に

も
、
人
と
の
対
話
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
私
が
設

定
し
た
パ
ー
パ
ス
の
一
つ
に
、
「
自
分
自

身
の
経
験
・
知
見
を
若
い
世
代
へ
伝
え
、

さ
ら
に
発
展
し
て
も
ら
う
」
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
飲
み
会
の
席
で

部
下
か
ら
聞
か
れ
た
「
花
田
さ
ん
の
パ
ー

パ
ス
は
何
で
す
か
？
」
と
い
う
問
い
に
対

し
て
、
「
み
ん
な
の
パ
ー
パ
ス
を
実
現
さ

せ
る
こ
と
だ
」
と
答
え
た
と
き
に
初
め
て
、

自
分
の
な
か
に
そ
う
い
う
想
い
が
あ
る
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

渡
邊

　部
下
の
パ
ー
パ
ス
を
知
る
と
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
も
変
わ
り
ま

す
よ
ね
。

行
田

　私
も
後
輩
の
パ
ー
パ
ス
を
見
て
、

改
め
て
育
成
に
つ
い
て
考
え
直
す
必
要
が

あ
る
な
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

花
田

　部
下
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も
し

や
す
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
若
手
の
子

た
ち
も
「
自
分
は
こ
の
仕
事
に
携
わ
り
た

い
」
と
上
司
に
伝
え
や
す
く
な
っ
た
み
た

い
で
、
以
前
よ
り
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
充
実
し
ま
し
た
。

伊
藤

　パ
ー
パ
ス
を
策
定
し
て
す
ぐ
、
行

動
や
意
識
に
大
き
な
変
化
が
現
れ
る
わ
け

で
は
な
く
、
ま
た
会
社
と
し
て
そ
れ
を
強

制
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
た
く
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
話
に
も
あ
っ

た
通
り
、
ま
ず
は
上
司
と
部
下
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
さ
せ
る
き
っ
か

け
と
し
て
、
パ
ー
パ
ス
が
役
立
て
ば
何
よ

り
で
す
。
最
後
に
、
今
後
O
C
全
体
と
し

て
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
て
い
く
た

め
に
必
要
だ
と
思
う
取
り
組
み
が
あ
れ
ば

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

藤
井

　上
司
と
当
人
が
合
意
の
う
え
、
パ

ー
パ
ス
に
基
づ
い
た
目
標
を
着
実
に
達
成

し
て
い
け
る
よ
う
な
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
あ
わ
せ
た
働
き
方
が
で
き
る
環
境
を
整

え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
社
員
そ

れ
ぞ
れ
が
、
会
社
の
制
度
を
う
ま
く
活
用

し
な
が
ら
技
術
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
で
、

業
務
を
よ
り
効
率
化
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。

行
田

　ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
重
要

視
す
る
人
が
増
え
て
い
る
現
代
、
テ
レ
ワ

ー
ク
を
活
用
し
た
働
き
方
は
今
後
も
継
続

し
て
ほ
し
い
で
す
。
一
方
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
希
薄
に
な
ら
な
い
よ
う
、

引
き
続
き
対
策
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。

渡
邊

　就
業
環
境
を
劇
的
に
改
善
す
る
の

が
、
社
会
的
に
も
難
し
い
な
か
で
、
ま
ず

は
社
員
の
意
識
か
ら
変
え
て
い
く
し
か
な

い
の
か
な
と
。
ア
サ
イ
ン
・
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
時
の
説
明
や
普
段
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
充
実
さ
せ
て
、
自
分
の
仕
事
や

会
社
の
取
り
組
み
に
対
す
る
納
得
度
を
高

め
る
。
こ
れ
が
ひ
い
て
は
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

花
田

　建
前
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
本

音
で
話
し
合
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
よ
ね
。

O
C
は
既
に
、
社
長
と
の
意
見
交
換
会
を

は
じ
め
と
し
た
、
縦
・
横
さ
ま
ざ
ま
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
を
う
ま
く
活
用
す

る
た
め
に
も
、
や
は
り
社
員
一
人
ひ
と
り

が
「
自
律
し
た
個
」
へ
成
長
し
て
い
く
の

が
、
一
つ
の
理
想
の
姿
な
の
か
な
と
思
い

ま
す
。

伊
藤

　社
員
の
自
己
実
現
と
、
会
社
の
理

念
実
現
の
両
輪
が
こ
の
取
り
組
み
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
で
す
。
2
0
2
3
年
が
、
ス
タ
ー

ト
の
年
。
す
ぐ
に
文
化
醸
成
さ
れ
る
よ
う

な
も
の
で
は
な
い
と
理
解
し
て
い
る
の
で
、

3
年
、
5
年
先
を
見
据
え
て
企
業
文
化
と

し
て
定
着
し
て
い
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
本
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
パ
ス

挑
戦
で
き
る
環
境

わたしたちが実践する、エンゲージメント向上の取り組み座談会
情 熱

社
員
が
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
と
向
き
合
う
機
会
を
、

会
社
は
積
極
的
に
提
供
す
る
べ
き
で
す
。

－－

伊
藤

部
下
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
、

自
分
の
新
し
い
パ
ー
パ
ス
を
見
つ
け
ま
し
た
。

－－

花
田

私のパーパス

仕事の意味・意義

ビジョン・目標

自分の周囲の人たちに、新しい生き方や働き方の
可能性や選択肢を示し、自己実現をサポートでき
る人でありたい。

HRの領域において理論と実務を架橋し、経営の
質的向上を図っていきたい。

●

●

私のパーパス

仕事の意味・意義

ビジョン・目標

人にとって快適、居心地よく、安全・安心な空間
づくりに貢献する。

計画立案から事業実施・運営まで一貫してコーデ
ィネートすることで新たな価値を提供する。
自分自身の経験・知見を若い世代へ伝え、さらに
発展してもらう。

●

●

●

OCには、会社が掲げるパーパスと個人が策定するパーパスの2つが存在している。個人のパーパスは「仕事の意味・意義」と「ビジョン・目標」を、会社のパーパス（経
営理念、ビジョン・目標、戦略）との連動も意識しながら言語化する。

パーパス
ビジネスにおいては、社員の会社に対する「愛社精神」「思い入れ」などを示す言葉とされている。OCにおいては、企業が目指す姿や方向性を、社員が理解・共感し、そ
の達成に向けて主体的に貢献しようという意欲を持っていることと定義している。

エンゲージメント
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伊
藤

　2
0
2
0
年
以
降
、
テ
レ
ワ
ー
ク

の
急
速
な
浸
透
や
当
社
に
対
す
る
サ
イ
バ

ー
攻
撃
な
ど
に
よ
り
、
O
C
を
取
り
巻
く

事
業
活
動
は
急
速
に
変
化
し
続
け
て
い
ま

す
。
社
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不

足
や
、
各
人
が
抱
え
る
負
担
の
増
加
な
ど
、

新
た
な
課
題
が
顕
在
化
す
る
な
か
で
、
会

社
と
し
て
今
一
度
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

を
高
め
る
た
め
の
人
材
育
成
・
組
織
づ
く

り
に
つ
い
て
再
考
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
本
座
談
会
で
は
皆
さ
ん
か
ら
、
全
社

的
な
方
針
を
ど
の
よ
う
に
実
践
的
な
行
動

へ
落
と
し
込
ん
で
い
る
の
か
、
具
体
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
話
を
伺
え
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
は
会
社
の
方
針
に
対
す
る
、

率
直
な
ご
感
想
を
お
聞
き
し
た
い
の
で
す

が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

藤
井

　外
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
も
招
い
て

の
勉
強
会
に
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
説
明
を

受
け
て
、
こ
れ
ま
で
各
部
署
や
個
人
単
位

で
行
わ
れ
て
き
た
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

が
よ
り
わ
か
り
や
す
く
整
理
・
具
体
化
さ

れ
た
な
と
感
じ
ま
し
た
。
一
方
で
、
会
社

が
推
し
進
め
る
施
策
に
対
し
、
一
部
で
は

あ
り
ま
す
が
「
や
ら
さ
れ
感
」
を
覚
え
た

社
員
も
い
る
よ
う
で
す
。

渡
邊

　現
場
へ
の
浸
透
と
い
う
意
味
で
は
、

私
や
花
田
さ
ん
の
よ
う
な
部
下
を
管
理
す

る
立
場
の
人
間
が
、
積
極
的
に
動
く
必
要

が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
会
社
が
掲
げ
る
言
葉

を
も
う
一
度
、
各
部
署
や
個
人
に
と
っ
て

馴
染
み
あ
る
言
葉
に
再
翻
訳
す
る
の
が
、

管
理
職
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

伊
藤

　O
C
全
体
で
見
た
と
き
に
、
部
下

の
育
成
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
対
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
感
じ
ま
す
か
？

渡
邊

　自
分
た
ち
は
技
術
者
集
団
だ
と
い

う
認
識
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
一
部
で
は

「
技
術
は
見
て
盗
め
」
と
い
う
文
化
も
残

っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
今
後
は
管
理
職
全

員
、
あ
る
一
定
の
会
話
ス
キ
ル
や
ノ
ウ
ハ

ウ
は
持
っ
て
お
く
べ
き
で
す
よ
ね
。
O
C

で
は
管
理
職
を
対
象
と
し
た
階
層
別
研
修

も
あ
る
の
で
、
そ
の
機
会
も
活
か
し
つ
つ
、

部
下
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要

な
ス
キ
ル
を
皆
が
身
に
つ
け
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。

伊
藤

　反
対
に
、
行
田
さ
ん
と
藤
井
さ
ん

に
と
っ
て
「
自
律
あ
る
個
を
育
成
す
る
」

上
司
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
す
か
？

行
田

　私
は
配
属
し
て
間
も
な
い
こ
ろ
か

ら
主
担
当
技
術
者
を
任
せ
て
い
た
だ
い
て
、

そ
の
お
か
げ
で
自
律
的
に
動
く
と
い
う
姿

勢
が
身
に
つ
き
ま
し
た
。
自
分
た
ち
を
信

じ
て
任
せ
て
く
れ
る
上
司
の
存
在
が
、
部

下
の
成
長
を
促
す
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

藤
井

　そ
う
で
す
ね
、
自
分
一
人
で
は
及

び
腰
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
外
部
交
渉

や
学
会
活
動
、
管
理
技
術
者
業
務
で
あ
っ

て
も
、
上
司
は
「
信
頼
し
て
い
る
」
「
あ

な
た
な
ら
で
き
る
」
と
い
う
前
向
き
な
言

葉
で
背
中
を
押
し
て
く
れ
ま
し
た
。
自
分

た
ち
を
見
守
り
、
適
宜
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
く
れ
る
上
司
が
い
た
か
ら
こ
そ
で
き
た

挑
戦
だ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

渡
邊

　宿
題
し
な
い
子
ど
も
を
叱
っ
て
、

無
理
に
取
り
組
ま
せ
て
も
仕
方
が
な
い
よ

う
に
、
そ
の
人
の
根
底
に
あ
る
意
識
か
ら

変
え
て
い
か
な
い
と
「
自
律
あ
る
個
」
は

育
ち
ま
せ
ん
。
「
そ
の
仕
事
に
取
り
組
む

メ
リ
ッ
ト
」
が
何
か
を
伝
え
て
、
自
ら
積

極
的
に
や
り
が
い
を
探
し
て
い
け
る
よ
う

な
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
マ
イ
ン
ド
を
醸
成
し

て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

花
田

　自
律
あ
る
個
を
育
成
し
た
先
に
、

組
織
と
し
て
の
成
長
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
ス
ポ
ー
ツ
の
団
体
戦
に
お
い
て
、
選
手

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
す
る
べ
き
こ
と
を
し

っ
か
り
認
識
し
て
い
る
よ
う
に
、
O
C
と

い
う
組
織
の
な
か
で
自
分
た
ち
が
果
た
す

べ
き
役
割
は
何
か
、
常
に
模
索
し
て
い
か

な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
ね
。

伊
藤

　エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
た
先

に
あ
る
一
つ
の
景
色
と
し
て
、
「
日
本
一

の
や
り
が
い
を
感
じ
る
会
社
の
実
現
」
が

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
業
務
を
通
し
、
や

り
が
い
を
感
じ
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

行
田

　希
望
し
て
い
る
生
活
環
境
の
業
務

に
多
く
取
り
組
め
て
い
る
の
で
、
そ
の
点

で
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

社
員
の
希
望
業
務
に
あ
わ
せ
て
受
注
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、

若
手
の
な
か
に
は
「
や
り
た
い
こ
と
が
で

き
て
い
な
い
」
と
い
う
人
も
出
て
き
て
し

ま
っ
て
…
…
。
対
策
と
し
て
、
上
司
一
人

を
ゲ
ス
ト
と
し
て
招
き
、
社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
今
ま
で
ど
の
よ
う
な
仕
事
に
携
わ

っ
て
き
た
か
を
聞
く
「
〇
〇
さ
ん
を
囲
む

会
」
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
自

身
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
想
像
す
る
の
が
難

し
い
若
手
に
と
っ
て
、
良
い
成
長
の
ヒ
ン

ト
が
得
ら
れ
る
会
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
藤
井
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
？

藤
井

　私
は
入
社
時
よ
り
「
交
通
事
故
を

な
く
し
た
い
」
と
い
う
想
い
が
あ
り
、
今

も
交
通
事
故
対
策
検
討
業
務
に
従
事
し
て

い
ま
す
。
た
だ
、
局
所
的
な
対
策
を
検
討

す
る
だ
け
で
は
、
真
の
意
味
で
事
故
を
な

く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
渋

滞
の
緩
和
や
自
動
運
転
の
実
用
化
と
い
っ

た
業
務
も
、
事
故
件
数
の
削
減
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
。
当
該
地
域
の
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
を
意
識
し
て
、
広
い
視

点
か
ら
施
策
を
提
案
で
き
る
よ
う
な
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
人
材
を
目
指
す
こ
と

が
、
ひ
い
て
は
交
通
事
故
を
な
く
す
こ
と

に
つ
な
が
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
入
社
し

て
す
ぐ
に
上
司
か
ら
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ど
の
分
野
で
も
、
視
野
を
広
げ
れ
ば

「
や
り
が
い
」
を
感
じ
ら
れ
る
業
務
の
幅

も
広
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

行
田

　部
下
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
た

い
の
か
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
何
を
す

る
べ
き
な
の
か
。
成
長
の
道
筋
を
示
す
に

は
ま
ず
、
個
々
の
意
識
を
部
署
全
体
で
把

握
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
環
境
部

で
は
個
人
が
持
つ
ス
キ
ル
や
希
望
業
務
を

ま
と
め
た
表
を
作
成
し
、
そ
れ
を
も
と
に

年
に
2
回
、
上
長
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で

話
し
合
う
よ
う
な
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

上
司
は
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
を
ふ

ま
え
、
部
下
の
希
望
業
務
に
つ
い
て
積
極

的
に
受
注
を
狙
っ
た
り
、
チ
ー
ム
を
超
え

た
業
務
へ
の
ア
サ
イ
ン
を
行
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。

伊
藤

　O
C
で
は
業
務
の
ア
サ
イ
ン
時
に
、

「
な
ぜ
、
あ
な
た
に
こ
の
業
務
を
任
せ
た

の
か
」
を
説
明
す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い

ま
す
。
こ
の
あ
た
り
で
、
何
か
花
田
さ
ん

や
渡
邊
さ
ん
が
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？

渡
邊

　ど
う
し
て
も
受
注
産
業
の
側
面
が

あ
る
の
で
、
全
員
に
マ
ッ
チ
す
る
業
務
が

常
に
揃
っ
て
い
る
こ
と
は
少
な
く
て
。
業

務
の
難
易
度
や
必
要
人
数
な
ど
の
条
件
先

行
で
ア
サ
イ
ン
し
な
い
と
い
け
な
い
場
合

も
、
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。
私
自
身
、
仕

事
を
通
し
て
お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
っ
た

り
、
ま
た
他
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
「
良
い
仕

事
を
し
た
ね
」
と
評
価
し
て
も
ら
っ
た
り

し
た
際
に
や
り
が
い
を
覚
え
る
タ
イ
プ
な

の
で
、
あ
ま
り
業
務
の
ジ
ャ
ン
ル
に
は
こ

だ
わ
り
を
持
っ
て
い
な
い
ん
で
す
。
た
だ
、

私
み
た
い
な
タ
イ
プ
の
人
は
あ
ま
り
多
く

な
い
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
こ
そ
、
た
と
え

希
望
し
て
い
な
い
業
務
で
あ
っ
て
も
新
し

い
ス
キ
ル
や
経
験
、
や
り
が
い
を
見
つ
け

る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
し
っ

か
り
説
明
し
て
あ
げ
る
べ
き
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

藤
井

　継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
業
務

だ
と
、
な
か
な
か
新
た
な
学
び
や
経
験
を

得
る
の
が
難
し
い
ん
で
す
。
た
だ
、
そ
う

い
う
案
件
で
あ
っ
て
も
上
司
が
「
昨
年
は

主
担
当
で
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
た
か
ら
、

今
年
は
部
下
を
つ
け
て
管
理
す
る
立
場
で

業
務
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
具

体
的
な
成
長
の
指
針
を
示
し
て
く
れ
る
の

で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
置
き
場
に
困
る

こ
と
は
少
な
か
っ
た
で
す
。

花
田

　ど
う
し
て
も
受
注
の
分
野
が
偏
る

と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
は
、
自
ら
お
客
様
に
提
案
し

て
、
新
し
い
仕
事
を
創
出
で
き
る
数
少
な

い
仕
事
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
だ
技
術
士
の

資
格
を
持
っ
て
い
な
い
よ
う
な
若
手
で
あ

っ
て
も
、
そ
の
機
会
自
体
が
失
わ
れ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
よ
う
な
お
じ

さ
ん
（
笑
）
の
力
を
う
ま
く
使
い
な
が
ら
、

積
極
的
に
挑
戦
し
て
も
ら
え
た
ら
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。
特
に
重
点
化
事
業
の
仕
組

み
は
、
ぜ
ひ
と
も
活
用
し
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
本
来
、
銀
行
か
ら
資
金
を
調
達
し
、

自
ら
事
業
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
は
か
な

り
の
困
難
が
伴
い
ま
す
。
そ
れ
が
O
C
で

あ
れ
ば
、
自
分
発
信
の
業
務
に
対
し
会
社

か
ら
お
金
を
出
し
て
も
ら
え
る
の
で
、
挑

戦
の
ハ
ー
ド
ル
が
グ
ッ
と
下
が
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

伊
藤

　部
署
の
風
土
や
上
司
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
ス
タ
イ
ル
、
各
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
で
対
応
も
大
き
く
変
わ
り
ま
す
よ
ね
。

全
社
方
針
を
定
め
て
は
い
ま
す
が
、
具
体

的
な
施
策
に
関
し
て
は
各
部
の
現
況
や
文

化
な
ど
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
よ
う
に
、
柔
軟

に
内
容
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
希
薄
化
」
と
い
う
課
題
に
対
し
て
、

各
部
署
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
か
？

行
田

　先
に
話
し
た
「
〇
〇
さ
ん
を
囲
む

会
」
の
ほ
か
に
、
2
年
目
の
若
手
社
員
発

信
で
、
同
フ
ロ
ア
の
地
下
構
造
部
と
共
同

の
お
茶
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

藤
井

　コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
の
時
間
を
設

け
て
い
る
部
署
は
多
い
で
す
よ
ね
。
交
通

政
策
部
で
も
15
分
の
休
憩
を
利
用
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

渡
邊

　う
ち
も
最
近
、
派
遣
さ
ん
や
ア
ル

バ
イ
ト
の
方
も
交
え
た
月
1
回
の
お
茶
会

を
始
め
ま
し
た
。

藤
井

　こ
れ
ま
で
は
、
何
か
理
由
が
あ
っ

て
実
施
し
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
か
？

渡
邊

　若
手
か
ら
「
開
催
し
ま
し
ょ
う
」

と
声
を
掛
け
ら
れ
る
ま
で
待
っ
て
い
た
ん

で
す
。
私
か
ら
そ
う
い
う
提
案
す
る
と
、

ど
う
し
て
も
押
し
付
け
み
た
い
に
な
っ
て

し
ま
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
最
近
に
な
っ

て
つ
い
に
「
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
人

が
現
れ
た
の
で
、
よ
う
や
く
う
ち
の
チ
ー

ム
で
も
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
質
と
い

う
面
で
は
ま
だ
ま
だ
改
善
の
余
地
が
あ
る

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ざ
美
味
し
い
コ

ー
ヒ
ー
を
入
れ
て
、
皆
で
顔
を
突
き
合
わ

せ
て
み
て
も
、
な
か
な
か
会
話
が
始
ま
ら

な
い
ん
で
す
よ
ね
。

行
田

　立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
に
す
る
の

は
ど
う
で
し
ょ
う
。
少
人
数
の
ほ
う
が
初

め
は
話
し
や
す
い
し
、
会
話
に
参
加
で
き

な
い
と
い
う
人
も
生
ま
れ
づ
ら
い
の
で
オ

ス
ス
メ
で
す
。

渡
邊

　た
し
か
に
、
そ
の
方
が
話
題
も
選

び
や
す
そ
う
で
す
よ
ね
。
今
度
試
し
て
み

ま
す
。
花
田
さ
ん
の
部
署
は
ど
う
で
す

か
？

花
田

　都
市
政
策
・
デ
ザ
イ
ン
部
全
体
で

い
う
と
、
出
社
日
に
P
C
と
お
客
様
だ
け

見
て
、
誰
と
も
話
さ
ず
に
帰
る
の
は
や
め

よ
う
と
い
う
空
気
感
が
あ
り
ま
す
。
特
に

幹
部
職
の
人
は
、
積
極
的
に
若
手
の
と
こ

ろ
へ
行
っ
て
「
大
丈
夫
？
」
と
声
を
か
け

て
い
ま
す
ね
。
あ
と
は
月
曜
日
の
M
T
G

時
に
は
、
必
ず
全
員
が
出
社
す
る
よ
う
ル

ー
ル
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
基
本
的

に
、
可
能
な
限
り
打
ち
合
わ
せ
も
入
れ
な

い
よ
う
に
し
て
、
個
人
が
出
社
と
テ
レ
ワ

ー
ク
を
自
由
に
選
択
で
き
る
状
況
下
に
お

い
て
も
、
意
識
的
に
人
と
会
話
で
き
る
よ

う
な
機
会
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

伊
藤

　エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
向
上
の
た
め

の
取
り
組
み
と
し
て
、
皆
さ
ん
に
個
人
の

パ
ー
パ
ス
を
設
定
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

狙
い
の
一
つ
と
し
て
は
、
今
ま
で
う
ま
く

言
語
化
で
き
て
い
な
か
っ
た
自
分
の
強
み

や
弱
み
、
目
標
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、

本
人
の
内
発
的
動
機
を
高
め
る
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。

渡
邊

　パ
ー
パ
ス
は
言
い
換
え
る
と
、

「
働
く
意
味
・
意
義
」
に
な
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い

と
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
高
く
働
く
と
い
う

の
も
難
し
い
で
す
よ
ね
。

花
田

　さ
き
ほ
ど
渡
邊
さ
ん
が
「
お
客
様

に
喜
ん
で
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
」
と
い
う

話
を
し
て
い
た
か
と
思
う
の
で
す
が
、
パ

ー
パ
ス
も
そ
れ
く
ら
い
シ
ン
プ
ル
な
も
の

で
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

藤
井

　最
初
は
、
ど
う
し
て
も
き
れ
い
な

文
章
を
作
ろ
う
と
気
負
っ
て
し
ま
う
ん
で

す
よ
ね
。
で
も
、
上
司
と
会
話
す
る
な
か

で
、
自
分
が
「
や
り
が
い
」
を
感
じ
て
い

る
こ
と
と
、
パ
ー
パ
ス
と
が
乖
離
し
て
い

る
こ
と
に
気
が
つ
い
て
、
整
っ
た
文
章
で

な
く
て
も
い
い
か
ら
本
当
に
私
が
挑
戦
し

た
い
こ
と
を
素
直
に
書
こ
う
と
決
め
ま
し

た
。

渡
邊

　実
際
、
私
の
パ
ー
パ
ス
っ
て
、
全

然
か
っ
こ
よ
く
な
い
ん
で
す
。
自
分
の
ス

キ
ル
や
経
験
を
活
か
し
て
、
相
応
の
評
価

や
報
酬
を
得
た
い
。
そ
ん
な
自
分
の
な
か

に
あ
る
漠
然
と
し
た
想
い
を
、
素
直
に
言

葉
に
し
て
い
ま
す
。

花
田

　自
分
の
想
い
を
言
語
化
す
る
際
に

も
、
人
と
の
対
話
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
私
が
設

定
し
た
パ
ー
パ
ス
の
一
つ
に
、
「
自
分
自

身
の
経
験
・
知
見
を
若
い
世
代
へ
伝
え
、

さ
ら
に
発
展
し
て
も
ら
う
」
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
飲
み
会
の
席
で

部
下
か
ら
聞
か
れ
た
「
花
田
さ
ん
の
パ
ー

パ
ス
は
何
で
す
か
？
」
と
い
う
問
い
に
対

し
て
、
「
み
ん
な
の
パ
ー
パ
ス
を
実
現
さ

せ
る
こ
と
だ
」
と
答
え
た
と
き
に
初
め
て
、

自
分
の
な
か
に
そ
う
い
う
想
い
が
あ
る
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

渡
邊

　部
下
の
パ
ー
パ
ス
を
知
る
と
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
も
変
わ
り
ま

す
よ
ね
。

行
田

　私
も
後
輩
の
パ
ー
パ
ス
を
見
て
、

改
め
て
育
成
に
つ
い
て
考
え
直
す
必
要
が

あ
る
な
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

花
田

　部
下
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も
し

や
す
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
若
手
の
子

た
ち
も
「
自
分
は
こ
の
仕
事
に
携
わ
り
た

い
」
と
上
司
に
伝
え
や
す
く
な
っ
た
み
た

い
で
、
以
前
よ
り
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
充
実
し
ま
し
た
。

伊
藤

　パ
ー
パ
ス
を
策
定
し
て
す
ぐ
、
行

動
や
意
識
に
大
き
な
変
化
が
現
れ
る
わ
け

で
は
な
く
、
ま
た
会
社
と
し
て
そ
れ
を
強

制
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
た
く
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
話
に
も
あ
っ

た
通
り
、
ま
ず
は
上
司
と
部
下
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
さ
せ
る
き
っ
か

け
と
し
て
、
パ
ー
パ
ス
が
役
立
て
ば
何
よ

り
で
す
。
最
後
に
、
今
後
O
C
全
体
と
し

て
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
て
い
く
た

め
に
必
要
だ
と
思
う
取
り
組
み
が
あ
れ
ば

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

藤
井

　上
司
と
当
人
が
合
意
の
う
え
、
パ

ー
パ
ス
に
基
づ
い
た
目
標
を
着
実
に
達
成

し
て
い
け
る
よ
う
な
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
あ
わ
せ
た
働
き
方
が
で
き
る
環
境
を
整

え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
社
員
そ

れ
ぞ
れ
が
、
会
社
の
制
度
を
う
ま
く
活
用

し
な
が
ら
技
術
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
で
、

業
務
を
よ
り
効
率
化
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。

行
田

　ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
重
要

視
す
る
人
が
増
え
て
い
る
現
代
、
テ
レ
ワ

ー
ク
を
活
用
し
た
働
き
方
は
今
後
も
継
続

し
て
ほ
し
い
で
す
。
一
方
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
希
薄
に
な
ら
な
い
よ
う
、

引
き
続
き
対
策
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。

渡
邊

　就
業
環
境
を
劇
的
に
改
善
す
る
の

が
、
社
会
的
に
も
難
し
い
な
か
で
、
ま
ず

は
社
員
の
意
識
か
ら
変
え
て
い
く
し
か
な

い
の
か
な
と
。
ア
サ
イ
ン
・
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
時
の
説
明
や
普
段
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
充
実
さ
せ
て
、
自
分
の
仕
事
や

会
社
の
取
り
組
み
に
対
す
る
納
得
度
を
高

め
る
。
こ
れ
が
ひ
い
て
は
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

花
田

　建
前
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
本

音
で
話
し
合
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
よ
ね
。

O
C
は
既
に
、
社
長
と
の
意
見
交
換
会
を

は
じ
め
と
し
た
、
縦
・
横
さ
ま
ざ
ま
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
を
う
ま
く
活
用
す

る
た
め
に
も
、
や
は
り
社
員
一
人
ひ
と
り

が
「
自
律
し
た
個
」
へ
成
長
し
て
い
く
の

が
、
一
つ
の
理
想
の
姿
な
の
か
な
と
思
い

ま
す
。

伊
藤

　社
員
の
自
己
実
現
と
、
会
社
の
理

念
実
現
の
両
輪
が
こ
の
取
り
組
み
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
で
す
。
2
0
2
3
年
が
、
ス
タ
ー

ト
の
年
。
す
ぐ
に
文
化
醸
成
さ
れ
る
よ
う

な
も
の
で
は
な
い
と
理
解
し
て
い
る
の
で
、

3
年
、
5
年
先
を
見
据
え
て
企
業
文
化
と

し
て
定
着
し
て
い
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
本
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

わたしたちが実践する、エンゲージメント向上の取り組み座談会
情 熱

－－

藤
井

ど
の
分
野
で
あ
っ
て
も
視
野
を
広
げ
れ
ば
、

や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
業
務
の
幅
も
広
が
り
ま
す
。

私のパーパス

仕事の意味・意義

ビジョン・目標

交通の分野でプロフェショナル人材として成長し、
交通事故という社会課題解決に貢献する。

得意分野を持ち、当該分野の案件を形成する。
外部から声を掛けられる（学会活動や業務等）技
術者になる。

●

●

●

－－

渡
邊

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
た
め
に
は
ま
ず
、

働
く
意
味
や
意
義
を
は
っ
き
り
さ
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私のパーパス

仕事の意味・意義

ビジョン・目標

幸せな生活を送るために必要な報酬を得ること

職責を果たしつつ、プライベートの時間も確保で
きるようになる。
生産効率化による就業環境の改善を図る。

●

●

●

興
味
の
あ
る
分
野
・
仕
事
に
携
わ
る
た
め
、

各
人
が
自
律
し
た
個
へ
成
長
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

－－

行
田

私のパーパス

仕事の意味・意義

ビジョン・目標

自身の興味のある分野・仕事に携わること

働きやすい環境で安定した仕事を得続けること

●

●

人材育成プログラムの一環として、社員の早期成長・早期活躍を支援するために、一人ひとりのキャリアパスに応じた研修や制度を用意。具体的な例として「内定者研
修」や「プロジェクトマネジメント研修」、「幹部職研修」が存在している。

階層別研修
OCでは人材育成PDCAサイクルを1年間のループで運用。自らの将来像と各年代でのキャリアパスを設定する「CDP」や「成長目標」を設定し、OJTやOFF‐JTを通し実行。
360°評価の後、上司と1on1で成長度合いを振り返るフィードバックを行う。

フィードバック
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海外事業部
サセックス大学大学院了

鈴木 麻衣

東北支社 河川砂防・港湾部
茨城大学卒

岡 由奈

中部支社 河川砂防・港湾部
九州共立大学卒

空 かおり
九州支社 構造部
埼玉大学卒

石田 悟士
関東支社 河川砂防・港湾部
日本大学卒

海保 亨

関東支社 地域活性化推進部 
筑波大学大学院了

山口 諄也 

関東支社 交通政策部
日本大学卒

川口 真穂

関東支社 交通政策部
専門学校お茶の水スクール・オブ・ビジネス卒

倉田 千尋

東北支社 構造部
東北工業大学卒

吉野 央人

関西支社 構造部
鳥取大学卒

大永 夕陽

【私のパーパス】入社7年目 新卒採用

【私のパーパス】
入社4年目 キャリ

ア採用

今回は「私のパーパス（人生の意味・意義）」をテーマに、

社員の笑顔をお届けします。それでは、一挙公開 ! !

はたらく社員の“笑顔”

関東支社 都市政策・デザイン部
名古屋大学大学院了

末永 華奈子

【私のパーパス】入社7年目 キャリア採用
【私のパーパス】

入社36年目 新卒
採用

【私のパーパス】入社3年目 新卒採用

【私のパーパス】入社1年目
 新卒採用

【私のパーパス】入社3年目 新卒採用

【私のパーパス】入社2年目 新卒採用

【私のパーパス】入社7年目 新卒採用

【私のパーパス】入社4年目 新卒採用

【私のパーパス】
入社5年目 キャリ

ア採用
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本社 統括本部
名古屋外国語大学卒

前崎 はなこ

中部支社 構造部
山口大学大学院了

安立 寛

海外事業部
熊本大学大学院了

大森 貴行

関東支社 道路部 
埼玉大学大学院了

桐生 健志 中国支社 事業企画部
広島情報専門学校卒

貞國 祐子

中部支社 構造部
名古屋工業大学卒

百瀬 俊光

沖縄支社 副支社長
近畿大学大学院了    

大西 康弘
関東支社 都市政策・デザイン部
日本大学大学院了

高橋 元太
九州支社 事業企画部
九州女子高等学校卒

徳重 和美
九州支社 河川砂防・港湾部
金沢大学卒

大藤 愛子

関西支社 交通政策部
佐賀大学大学院了

寺崎 健雄

関西支社 河川砂防・港湾部
金沢大学大学院了

習田 義輝 

【私のパーパス】入社30年目 新卒採用【私のパーパス】入社11年目 キャリア採用

【私のパーパス】入社4年目 キャリア採用

【私のパーパス】入社16年目 キャリア採用

【私のパーパス】
入社8年目 新卒採

用

【私のパーパス】入社30年目 新卒採用

【私のパーパス】入社6年目
 キャリア採用

【私のパーパス】入社25年目 新卒採用

【私のパーパス
】入社9年目 キ

ャリア採用

【私のパーパス】入社
15年目 新卒採用

【私のパーパ
ス】入社26年

目 新卒採用

【私のパーパス】入社17年目 新卒採用
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成長のキセキ
自身がコンサルタントとして成長を実感した出来事や、後輩への指導で力を入れていることなど、
このコーナーでは、社員の「成長」や「育成」に関するエピソードをご紹介します。

O
C
に
は
、
若
手
の
う
ち
か
ら
技
術
士
を
取
得
し
、
主
体

的
に
働
け
る
よ
う
な
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

「
重
点
受
験
者
」
制
度
を
利
用
す
る
と
、
業
務
時
間
内
で

も
外
部
講
師
か
ら
指
導
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
私
自
身
も
制

度
を
活
用
し
、
論
文
の
評
価
ポ
イ
ン
ト
や
試
験
の
出
題
傾

向
と
い
っ
た
点
数
に
直
結
す
る
知
識
を
、
よ
り
効
率
的
に

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
上
司
が
専
門
の
指
導

者
と
な
り
、
論
文
の
添
削
や
模
擬
面
接
の
実
施
な
ど
、
試

験
本
番
ま
で
二
人
三
脚
で
支
え
て
く
れ
ま
す
。
模
擬
面
接

で
は
、
利
害
対
立
の
調
整
方
法
な
ど
の
具
体
例
を
あ
げ
、

リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
議
論
。
本
番
の
回
答
を
考
え
る

だ
け
で
な
く
、
管
理
技
術
者
と
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行

う
際
に
重
要
と
な
る
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
幅
広
い
業
務

に
対
応
で
き
る
「
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
な
技
術
者
」
に
な
る

た
め
、
会
社
の
制
度
を
う
ま
く
利
用
し
な
が
ら
、
多
分
野

の
資
格
取
得
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

管理技術者に必要な
「コンピテンシー」を知る

入社4年目で技術士試験に一発合格

「
家
族
と
過
ご
せ
る
今
の
時
間
を
大
切
に
し
た
い
」
。
そ

う
思
い
立
ち
、
家
族
と
の
思
い
出
が
つ
ま
っ
た
、
自
然
豊

か
な
沖
縄
へ
移
住
を
決
め
ま
し
た
。
上
司
は
私
の
決
断
を

快
く
受
け
止
め
、
「
所
属
支
社
は
変
え
ず
、
沖
縄
で
テ
レ

ワ
ー
ク
を
す
る
の
は
ど
う
か
」
と
も
勧
め
て
く
れ
ま
し
た
。

た
だ
、
直
接
現
場
を
見
て
、
発
注
者
と
顔
を
あ
わ
せ
な
が

ら
仕
事
が
し
た
か
っ
た
私
は
、
勤
務
地
域
限
定
制
度
を
利

用
し
沖
縄
支
社
へ
異
動
。
最
初
は
環
境
の
変
化
に
戸
惑
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
支
社
主
催
の
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動

や
週
末
セ
ン
ベ
ロ
部
に
参
加
す
る
う
ち
に
、
段
々
と
「
沖

縄
」
と
の
距
離
を
縮
め
て
い
き
ま
し
た
。
子
ど
も
は
身
体

を
動
か
し
て
遊
ぶ
機
会
が
増
え
た
よ
う
で
、
毎
日
い
き
い

き
と
し
た
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
O
C
は
個
人
の
希

望
に
も
耳
を
傾
け
、
多
様
な
働
き
方
を
認
め
て
く
れ
る
会

社
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
家
族
と
の
時
間
も
大

切
に
し
な
が
ら
、
中
部
支
社
で
得
た
経
験
や
人
脈
を
活
か

し
、
新
し
い
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
上
げ
て
い
き
ま
す
。

沖縄でしかできない
暮らし方と働き方がある

勤務地域限定社員制度を利用した新しい働き方

内
定
者
研
修
や
新
入
社
員
研
修
で
は
、
経
費
精
算
の
よ
う

な
日
常
業
務
か
ら
、
上
司
に
仕
事
を
任
さ
れ
た
際
の
具
体

的
な
対
応
方
法
ま
で
、
働
く
た
め
に
必
要
な
知
識
を
広
く

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
研
修
後
の
飲
み
会
に
は

60
人
以
上
の
同
期
が
集
ま
り
、
配
属
先
が
異
な
る
人
と
親

交
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実
際
の
業
務
が
始
ま

っ
た
後
も
、
研
修
で
培
っ
た
人
脈
を
頼
り
に
、
各
部
署
の

同
期
か
ら
力
を
借
り
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
私
は
環
境
分

野
の
な
か
で
も
、
水
・
緑
・
生
き
物
が
持
つ
力
を
活
用
し

て
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
に
興
味
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
社
員
座

談
会
を
通
し
て
、
改
め
て
自
分
が
な
り
た
い
「
技
術
者

像
」
を
考
え
直
し
た
際
、
も
っ
と
視
野
を
広
げ
る
べ
き
だ

と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
研
修
は
、
学
生
か

ら
社
会
人
へ
、
気
持
ち
と
生
活
を
切
り
替
え
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
広
く
環
境
分
野
に
携
わ
り
、

一
人
前
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
へ
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

描く「技術者像」の実現へ
スタートダッシュをきめる

内定者・新入社員研修を通して働き方を学ぶ

妻
と
一
緒
に
育
児
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
を
切
る
た
め
、
1

ヶ
月
の
育
児
休
暇
を
取
得
。
出
産
予
定
日
が
分
か
っ
た
時

点
で
上
司
に
相
談
し
、
休
暇
に
向
け
て
業
務
調
整
を
行
い

ま
し
た
。
育
児
経
験
者
の
上
司
は
「
絶
対
に
取
っ
た
方
が

い
い
」
と
背
中
を
押
し
て
く
れ
て
、
部
全
体
と
し
て
も
快

く
受
け
入
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
妻
が
退
院
し
て
数
日
は

子
ど
も
が
心
配
で
、
夫
婦
揃
っ
て
ほ
と
ん
ど
眠
れ
な
か
っ

た
の
で
、
育
休
を
取
得
し
て
正
解
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

O
C
で
は
本
人
の
希
望
に
あ
わ
せ
、
期
間
や
育
休
中
の
出

社
頻
度
も
自
由
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
ま
す
。
私
は
業
務

状
況
を
1
ヶ
月
把
握
で
き
な
い
の
が
不
安
だ
っ
た
た
め
、

月
曜
の
M
T
G
に
は
リ
モ
ー
ト
で
顔
を
出
し
て
お
り
、
お

か
げ
で
休
暇
明
け
は
ス
ム
ー
ズ
に
職
場
復
帰
で
き
ま
し
た
。

ま
た
会
社
の
制
度
と
し
て
、
時
短
勤
務
や
テ
レ
ワ
ー
ク
も

認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
育
児
が
し
や
す
い
環
境
が
整
っ

て
い
ま
す
。
私
自
身
も
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
意
識

し
、
家
事
育
児
に
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

育児の第一歩目を
2人で踏み出すために

入社後約7年間、橋梁の補修・補強設計業務を担当。その後、約2年
間、施工管理員としてNEXCO東日本湯沢管理事務所に常駐し、施工
管理や積算業務に従事。関東支社構造部に帰任後は新設橋梁の設
計業務を担う。

関東支社 構造部 技術主査
名古屋大学大学院了

杉本 勝哉 入社から約5年間、関東支社環境部で、主に動植物調査や環境影響評
価の業務に従事。魚類や植物、景観などの自然環境、騒音や振動、大
気質などの生活環境の調査、予測・評価や条例に基づく配慮書から評
価書までの図書作成、関係機関協議等を担当。

関東支社 環境部 技師
広島大学大学院了

遠藤 梓
Azusa Endo

2023年4月にOCへ入社。関東支社環境部に配属される。騒音・振動・
大気質の事後調査や動物・植物の調査業務、大気の常時監視業務を
担当。騒音・振動などの生活環境と、動物・植物などの自然環境の両方
に精通した技術者を目指す。

関東支社 環境部 技師
東京農工大学卒

小宮 岳
Gaku Komiya

入社後、約8年間、道路計画・設計業務に携わり、その後、道の駅や公
園などの面整備に関わる計画・設計業務を担当。今年の4月に中部支
社から沖縄支社へ異動し、現在は、観光に関わる都市開発の計画検討
業務に従事。

沖縄支社 技術部 技術主査
奈良女子大学卒

田中 枝里子
Eriko Tanaka

育児休暇を利用し新生児育児に参加

Katsuya Sugimoto
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� 編集後記 たくさんの方にご協力いただきました。ありがとうございました。

※組織名、所属、役職は2023年11月時点のものです。

本誌掲載のプロジェクト及び社員へのお問い合わせは、下記までご連絡ください。

Tel 03-6311-7551（代） Fax 03-6311-8011 Mail jyoyari@oriconsul.com

花田 浩一さん▶07ページ

気分アゲアゲ、ポジティブモードでまち
づくりに貢献します！

関東支社
都市政策・デザイン部 副次長

大西 康弘さん▶15ページ

仕事もプレイベートも楽しんで！ 週末は
昼から酒吞んでます！！

沖縄支社
副支社長

藤井 駿さん▶07ページ

入社当時の目標はシルバーバックでし
た。初心を忘れず努力できたらと思いま
す。

関東支社
交通政策部 技術主査

行田 文香さん▶07ページ

楽しみながら引き続き仕事を頑張って
いきたいと思います。

関東支社
環境部 技術主査

髙橋 元太さん▶16ページ

楽しい（？）単身赴任が終わり、朝夕家族
で過ごす楽しみを日々感じています！

関東支社
都市政策・デザイン部 副主幹

習田 義輝さん▶15ページ

昨年ごろから新たな居場所（コミュニテ
ィ）を持つことができました。卓球です。
既にマイラケット2本持ち。

関西支社
河川砂防・港湾部 主監

德重 和美さん▶16ページ

仕事もプレイベートも楽しんで、全国の
お城巡りに挑戦中です！

楽しい（？）単身赴任が終わり、朝夕家族
で過ごす楽しみを日々感じています！

九州支社
事業企画部

川口 真穂さん▶14ページ

健康を第一に日々笑顔で頑張ります！！

関東支社
交通政策部 技師

吉野 央人さん▶14ページ

健康第一、規則正しい生活をおくりま
す。ダイエット頑張ります！！

東北支社
構造部 技師

海保 亨さん▶13ページ

河川には水災害等の危険性が確かにあ
りますが、それを補って余りある魅力が
あると感じています。

関東支社
河川砂防・港湾部 技師

山口 諄也さん▶14ページ

地域との関わりを大切に、日々の鍛錬を
重ねたいと思います！

関東支社
地域活性化推進部 技師

遠藤 梓さん▶17ページ

潜水士も持ってます。海に関する仕事
（特に沖縄）募集中です！

関東支社
環境部 技師

岡 由奈さん▶14ページ

1年目のやる気を大切に、これからも社
会に貢献できるように日々精進します！

東北支社
河川砂防・港湾部 技師

小宮 岳さん▶18ページ

何事も楽しみながら頑張ります！！

関東支社
環境部 技師

鈴木 麻衣さん▶13ページ

成長が著しい新興国の課題解決に貢
献したいです。

海外事業部
技術主査

空 かおりさん▶14ページ

世の中の動きが刻々と変わる中、楽し
みながら常にチャレンジし続ける技術
者でいたいなと思っています。

中部支社
河川砂防・港湾部 副部長
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